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G空間情報を用いた北海道の
産学官連携による防災の取り組み

北海道大学大学院文学研究科

教授 橋本 雄一

you@chiri.let.hokudai.ac.jp

地理空間情報に関する北海道地区産学官懇談会懇談会

第２回 情報共有会合

■日 時：平成25年7月26日（金）15:00～16:40

■会 場：札幌第一合同庁舎 １０F北側 会議室

北海道の災害危険性

東北地方東北地方東北地方東北地方

・主要都市・鉄道・高速道路が内陸 → 災害の復興拠点が被災地外

・他地域と陸路でリンク → 迅速・大量に他地域から人員・物資を輸送可能

北海道地方北海道地方北海道地方北海道地方

・主要都市・鉄道が沿岸

→ 災害の復興拠点が被災

・他地域と陸路で繫がっていない

→ 他地域からの人員・物資輸送が困難

・空港へのアクセスが重要になる．
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地理空間情報に関する情報流通促進が急務

自然現象自然現象自然現象自然現象

人・社会人・社会人・社会人・社会

自然現象に関するマクロな研究成果 → ミクロな生活圏レベルでの活用

地理空間地理空間地理空間地理空間

情報情報情報情報

自然科学の研究成果の自然科学の研究成果の自然科学の研究成果の自然科学の研究成果の

収集収集収集収集

まちづくりや避難に関するまちづくりや避難に関するまちづくりや避難に関するまちづくりや避難に関する

社会的活動社会的活動社会的活動社会的活動

データの整理・統合・加工・データの整理・統合・加工・データの整理・統合・加工・データの整理・統合・加工・

可視化・情報付加など可視化・情報付加など可視化・情報付加など可視化・情報付加など

地方レベルのマクロデータ地方レベルのマクロデータ地方レベルのマクロデータ地方レベルのマクロデータ

自治体レベルのメソデータ自治体レベルのメソデータ自治体レベルのメソデータ自治体レベルのメソデータ

生活圏レベルのミクロデータ生活圏レベルのミクロデータ生活圏レベルのミクロデータ生活圏レベルのミクロデータ

東日本大震災の津波被害に関する分析結果を用いた

北海道沿岸自治体の津波危険性分析（2011年）

• 骨格データのバックアップセンターへの保存や，役所被災時のHQ機能（地域統括機能）の

安全場所への移設など，非常時の対策を急ぎ用意することが必要である．

• 骨格データのバックアップでは，データセンターの設置が不可欠であり，その際には自治体

クラウドの構築を考慮に入れるべき．
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ハザードマップ作成支援（2011～2012年）
北海道沿岸自治体ハザードマップ作成に関する検討会議

橋本雄一研究室

GISにより作成した基礎データ

＋ ハザードマップ作成マニュアル

北海道

国土地理院

基盤地図情報の

使用許可申請

報告

フリーのGIS（QGIS等）を使い

B市のなかで技術を高める．

↓

B市で基礎データの更新・

情報付加・加工等

↓

B市でハザードマップ作成

B市

基礎データを使ったハザード

マップ作成を民間企業に作成

↓

企業が基礎データをベースに

A市のハザードマップ作成

（全作業を委託するより安価）

A市

自力で作成

外部に委託

データ：基盤地図情報25000（海岸線，行政界，河川，道路縁，建物，

軌道中心線，等高線）

マニュアル：Quantum GIS による北海道の津波ハザードマップ開発

自治体の事情で選択

データおよび技術の提供

津波想定

データの提供

デ

ー

タ

提

供

北海道沿岸自治体へのアンケート調査

• アンケートの回答期間は2011年12月1日～14日

• 北海道の沿岸部に位置する82自治体にアンケート文書を配布し，e-mailもしくはFAXで回答を収集．

• 82自治体のうち64自治体から回答が得られ，回答率は78.0％．
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フリーソフトQuantum GIS（QGIS）を利用した
北海道津波シミュレーション結果の地図化

マニュアルとデータ配信体制の改良

マニュアルの問題点

データ配信の問題点

基盤地図情報などの

Webサイト更新

北海道津波浸水想定

データのWeb配信開始

マニュアルおよびデータ

配信体制の改良

北海道総務部危機対策課と協力した

沿岸自治体アンケート調査による

情報収集が必要

データ配信の変化

町内会の防災活動，学校の防災教育な

ど，より広い用途での活用を可能にする
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GISを援用した北海道沿岸都市のを援用した北海道沿岸都市のを援用した北海道沿岸都市のを援用した北海道沿岸都市の

積雪期津波避難に関する空間積雪期津波避難に関する空間積雪期津波避難に関する空間積雪期津波避難に関する空間分析分析分析分析

津波想定地域の市町村別人口推定値（2010年）

津波浸水高ごとの人口の累積配分率（2010年）

GISを援用した北海道沿岸都市を援用した北海道沿岸都市を援用した北海道沿岸都市を援用した北海道沿岸都市の積雪期の積雪期の積雪期の積雪期津波避難に関する空間津波避難に関する空間津波避難に関する空間津波避難に関する空間分析分析分析分析

釧路市における津波想定地域

避難圏域ごとの非収容人口（2010年）

津波想定地域における到達圏内人口の比率（2010年）
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停電時にも機能する

スタンドアローン避難ナビゲーションシステムの開発

タブレット型PCやスマートフォンを利用．

地図をあらかじめダウンロードしておく

ので，ネットが不通になっても使用可能．

その土地に詳しくない者にとって効果が

ある．

バッテリー消費やシステムの不具合が問題．

方位連動方位連動方位連動方位連動

株式会社ヒューネスの協力で開発中。

小樽商大の深田研究室と協力して実験中。

• ニセコビレッジスキーリゾートにて、屋外無線ＬＡＮ設備の耐風雪試験

• Wi-Fi/GPSログデータを２次活用することによるスキー顧客の動行調査と

有効性確認

防災への応用 → 地域全体をWi-Fiでカバー

大量・迅速な情報流通

ニセコ町国際ニセコ町国際ニセコ町国際ニセコ町国際ICTリゾートタウン化推進協議会リゾートタウン化推進協議会リゾートタウン化推進協議会リゾートタウン化推進協議会

及び冬季共同トライアル及び冬季共同トライアル及び冬季共同トライアル及び冬季共同トライアルWi-Fi実証実証実証実証実験実験実験実験
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（１）コンピュータを終着点としない災害情報の配信

（２）面から点への情報サービス

データ作成はコンピュータ

安価，迅速，正確，省労働力安価，迅速，正確，省労働力安価，迅速，正確，省労働力安価，迅速，正確，省労働力

データ利用は様々

生活スタイルにより情報の取得方法は異なる生活スタイルにより情報の取得方法は異なる生活スタイルにより情報の取得方法は異なる生活スタイルにより情報の取得方法は異なる

チラシ

タブレット

パソコン
携帯電話

テレビ

標識

ポスター

１つの作業で，多くの媒体に展開できる

情報流通の方法を考える。

「家は大丈夫なのか？」，「ここは大丈夫なのか？」，

「どこに逃げればよいのか？」に対応できる情報配信


